
日本気象学会1997年度秋季大会

会期：1997年10月7目（火）～9目（木）

会場：北海道大学学術交流会館および百年記念会館

　　　　（札幌市北区北8条西5丁目）

当目の会場への連絡方法：学術交流会館会館事務室（電話：011－706－2141）

　　［会場にはFAXがありません］　（北海道大学大学院理学研究科事務室のFAX：01H46－2715）
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大会行事予定
A会場：学術交流会館2階講堂
B会場：学術交流会館1階小講堂

C会場：学術交流会館1階第1会議室

D会場：百年記念会館G　F大会議室

シンポジウム：学術交流会館2階講堂

ポスター会場：学術交流会館1階ホール，第4・6会議室

　　　　　　　　　　　　　2階ホワイエ

大会事務室　：学術交流会館1階第2会議室

休憩室　　　：学術交流会館1階第3会議室
懇親会　　　：サッポロビール園（札幌市東区北7条東9丁目）

　　（）は講演数（第1種一第2種と講演番号），一　一は座長

A会場 B会場 C会場 D会場
10月7日 09：30～ 雲物理・雷 気候システム1 大気境界層・陸面過程 I　L　A　S

（火） 12：00 （14－1，A101～A115） （12－2，　B101～B114） （6－5，　C101～C111） （15－0，　D101～D115）

一折笠成宏一 一可知美佐子一 一三上正男一 一笹野泰弘一
一木本昌秀一

13：30～ メソ気象1 気候システム皿 局地循環・環境気象 オゾン
16：00 （15－O，A151～A165） ，（10－2，　B151～B162） （14－1，C151～C165） （13－1，　D151～D164）

一永戸久喜一 一小寺邦彦一 一山本　哲一 一秋吉英治一
一増田耕一一

16：10～ ポスター・セッション （B，C会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

17：30 （PlO1～P144）

10月8日 09：15～ メソ気象皿 気候システム皿 観測手法 中層大気
（水） 12：00 （12－1，A201～A213） （16－0，B201～B216） （15－1，C201～C216） （8－0，　D201～D208）

一高野　功一 一沖　大幹一 一佐藤晋介一 一佐藤　薫一
一西森基貴一 物質循環1

（5－1，　D209～D214）

一速水　洋一

13：00～ 山本正野論文賞・堀内基金奨励賞授与、奨励金贈呈
15：00 山本正野論文賞・堀内基金奨励賞記念講演

15：00～ シンポジウム r北極圏の大気環境と物質循環』 司会：塩谷雅人
17：00 話題提供：遊馬芳雄・ 太田幸雄・山崎孝治・神沢博

18：00～ 懇親会
19：40

10月9目 09：15～ メソ気象皿 放射1 気象力学1 物質循環皿
（木） 10：45 （5－0，　A301～A305） （6－2，　B301～B308） （7－1，　C301～C308） （4－3，　D301～D307）

気象予報・気象教育 一真野裕三一 一伊賀啓太一 一森本真司一
（5－0，　A306～A310）

一萬納寺信崇一

11：00～ ポスター・セッション （B，C会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

12：20 （P301～P343）

13：30～ 熱帯 放射∬ 気象力学皿 エアロゾル
16：30 （15－2，　A351～A367） （7－0，　B351～B357） （6－6，C351～C362） （17－0，　D351～D367）

一高薮　縁一 一真野裕三一 一中島健介一 一兼保直樹一
中高緯度大気 一村尾直人一
（8－1，　B358～B366）

一浮田甚郎一

発表件数：352件（第1種講演235，第2種講演30，ポスター87）

講演・質疑時間：第1種講演は5分と2分，第2種講演は10分と5分．

大会参加費：郵便振替による前納の場合

懇親会費

当目受付の場合は

：郵便振替による前納の場合

当日払いの場合は

一般会員2，000円，学生会員1，000円；

一般会員3，000円，学生会員2，000円，非会員3，000円．

一般会員4，000円，学生会員3，500円；

一般会員5，000円，学生会員3，500円．

大会当目は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．

なお郵便振替用紙は「天気」6月号の末尾に挿入されたものを使い， 9月22目までに振り込んで下さい．

　当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，日本気象学会の文書による

利用許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不
要です．

68 “天気”44．8．
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　　　　　　　　シンポジウム
「北極圏の大気環境と物質循環」

日時大会第2日（10月8日）15：00～17：00

会場　A会場（学術交流会館2F講堂）
座長　塩谷雅人（北海道大学大学院地球環境科学研究科）

講演題目と講師

・「北極圏の擾乱の構造と水輸送」　　　　　　遊馬芳雄（北海道大学大学院理学研究科）

・「北極圏の大気環境汚染」　　　　　　　　　太田幸雄（北海道大学大学院工学研究科）

・「対流圏の大規模な物質循環と水循環」　　　山崎孝治（北海道大学大学院地球環境科学研究科）

・「衛星センサーILASによる北極成層圏の観測」神沢　博（国立環境研究所）

　　　　　　　　　　　　　　研究会のお知らせ
大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

　「日　にお轟る　　　　に　　る　’とモ　　　を　・

蝿日時：10月6日（月）13：00～18：00
場所：D会場（北海道大学百年記念会館GF大会議室）
アーマ：
（1）陸面過程の研究の現状と将来像
　　　　　　　　　　［コンビーナー：近藤純正（東北大）］
・馬淵和雄（気象研）：気候モデル用陸面植生モデルの開発と大気一植生相互作用の

　解明

・渡辺力（森林総研）：総合的観測に基づくモデルの検証

・広田知良（北海道農試）：札幌市羊が丘でのフ仁ルド環境と研究

・松島大（東北大）：リモセンを用いる地表面フラックスの推定方法

・山崎剛（東北大）：雪氷の絡む陸面の熱・水収支

・大畑哲夫（滋賀県立大）：寒冷圏の陸域システムの研究

・江守正多（環境研）：広域土壌水分の時間変化と大気フ仁ドバックの効果

・篠田雅人（都立大）：陸面状態の偏差は季節を越えて持続するか：乾燥地域

　の気候

・沖大幹（東大生産研）：大気陸面河川海洋結合モデルに向けて

・安田延壽（東北大）：乾燥域と湿潤域の混在効果

・山本晋ほか（資源環境研）：都市や植生を含む広域の熱・物質輸送のシミュレーション

・桑形恒男（東北農試）：熱的局地循環による水蒸気輸送と降水過程

（2）メソスケール気象の研究の現状と将来像

　　　　　　　　　　　［コンビーナー：二宮洗三（東大）］
・藤吉康志（北大低温研）：降水物理とメソスケール現象

・新野宏（東大海洋研）：積雲スケールの現象

・斉藤和雄（気象研）：非静カモデル（地形に励起される擾乱及び降

　水システム）
・萬納寺信崇（気象庁）：メソモデル（メソアルファスケール現象，4次元同化）

・武田喬男（名大水圏研）：メソスケール現象とfield　experi皿ent

・山岬正紀（東大・理）：気候系・エネルギー循環におけるメソスケールシステム

＊リモート・センシングによる観測，そのデータに基づく解析，数値実験などを

含め上記の話題提供をお願いして居ります．また従来，防災などの
観点からsevere　or　rare　eventが注目されて来ましたが，気候系や

エネルギー循環の観点から普通（not　rare）のメソ・スケール現象の研究も大切

と考えます。上記のスピーカーの他，問題提起（OHP2枚程度）を考えられ

る方はコンビーナー迄ご連絡下さい．

＊なお，この会は「メソ気象研究会（担当：藤吉康志）」と合同で開催しま

す

［代表者：高橋　勘（桜美林大学国際学部）］

　　・寒’　研　　　△
目時：10月9日（木）17：00～19：00
場所：北海道大学地球環境科学研究科講堂
（学会会場より徒歩数分、当日地図を掲示します）
講演：季節海氷域における大気と海洋の役割について
・藤吉康志（北大低温研）：

　寒冷海域における雲を介在とした大気一海洋相互作用
・大島慶一郎（北大低温研）：
　オホーツク海の海氷の役割一今後の海氷・海洋観測に向けて一

討論：21世紀の南極観測を考える（隊員募集！）
　話題提供　和田　誠（極地研）
世話役：浮田甚郎（宇宙開発事業団）
　　　　中村尚（東大・理）
　　　　高田久美子（筑波大・地球科学）
　　　　阿部彩子（東大・気候システム）

　　　　本田明治（東大・理）
　　　　平沢尚彦（極地研）

13回IGBP／GAIM　△のお知らせ
日時：1997年10月10日（金）9～12時
場所：北海道大学内
内容：招待講演および一般講演
参加費：無料
世話人：及川武久（筑波大・生物科学）
　　　　木田秀次（京都大・理学部）一
＊詳細は気象学会会場に掲示予定。

講演企画委員会からのお知らせ
春季大会の予告
　1998年度春季大会は，1997年5月26日（火）～28日（木）
に気象庁とKKR東京で開催されます．大会告示は「天気」
12月号に掲載します．

　この大会は「天気」7月号でお知らせしたとおり、97
年春に引き続き新方式で行います。一般の発表はすべて
ポスターとなり、口頭発表は特定のテーマに基づく専門
分科会でのみ行われます。専門分科会での講演も公募し
ますが採否の判断はコンビーナーに委ねられ、不採用の
場合はポスター発表となります。
　現在、専門分科会のテーマ及びコンビーナーを募集し
ていますので、ふるってご応募下さい。募集要項は「天

気」8月号に掲載されています。
　春季大会の発表申し込み締め切りは1998年2月末頃とな
る予定です。

締め切り厳守のお願い
　今回の秋季大会への申し込みでは、目程の関係からか、
締め切りを過ぎてからのものがやや目立ちました。これ
までは関係諸子の努力でなんとか融通を利かせてきまし
たが、申込件数の増加に伴い会場（特にポスター会場）
の調節などの作業が増えてきており、締め切りを過ぎた
申し込みについては、原則通り不受理とすることもあり
得ますのでご注意下さい。

1997年8月 69
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大会第1日〔10月7日〕 09：30～12：00

（＿は第2種講演を，＿は講演者を表す． ［S］ニスライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

A会場
雲物理・雷

　　　　　　　　　　　　座長：折笠成宏（気研・物理）
A101鰍（大阪府教育センター），梶川正弘（秋田大・
　　教育）他2名　北極域における厳冬期の水蒸気・エ
　　アロゾル・雪結晶の研究（WANTS－ARCTIC）一スウェ
　　ーデン・キルナでの氷晶核・エアロゾルの観測一

皿撚（アラスカ大）　氷晶核としての硫酸粒子
A103禰（北教大・岩見沢）　雪結晶の中心部にっ
　　いて［S］

A104鷲・菊地勝弘（北大院・理）他4名　氷晶の
　　微物理、光学的特性の実験的研究
A105囎・早坂忠裕（東北大・理）他5名　冬季北
　　極域における積算水蒸気量・雲水量及び赤外放射
　　量の観測
A106騰（九大・理），高橋勘（桜美林大・国際）
　　冬のモンスーン・ブルネイ雲の降水機構　一ビデ
　　オゾンデ観測
A107轍・佐々木聰（北大院・理）他2名　工一
　　ロゾル数濃度と雲粒粒径分布との関係の航空機観
　　測
A108騰・播磨屋敏生（北大院・理）他2名　山岳
　　性降雪の雲粒捕捉成長過程
A109㈱・村上正隆（気研・物理）他　山岳性と
　　海上の対流性降雪雲の雲物理構造の比較（その2）
A110握熈ム・伊藤千晴（秋田大・教育）　ライダー
　　による飛行機雲の観測
A111勲・村上正隆（気研・物理）他山岳における
　　帯状対流雲と寒気吹き出しに伴う対流雲の違い
A112燃・宮尾みずほ（気研・物理）他山岳性降雪雲
　　の人工調節に関する数値実験（1）

A113繍・小林文明（防衛大・地球）他2名　大電
　　流雷撃（スーパーボルト）をもたらしたバンド状
　　エコーの発達過程と放電活動
A114講造・和田将一（大阪大・工）他3名北陸・若
　　狭地方における1996年度冬季雷の活動

A115大貫淳・灘（大阪大）他2名　Darwinにお
　　ける雷観測と3次元放電路可視化

B会場
気候システム1
　　　　　　　　　　　座長：可知美佐子（NASDA／EORC）

B101灘・光藤高明（気象協会・関西）　200hPaの収
　　束・発散から見た1993年夏と1994年夏の比較（格子
　　への風の出入りから直接発散量を求める方法によ
　　る検討）

B102撫蔑服・平松信昭（気象協会・関西）　太平洋
　　高気圧の維持機構について
B103臓（防災科研），杉正人（気研・気候）他2
　　名　アンサンブノレ気候実験で再現される日本の冷夏・暑

　　夏　一なぜ最近極端な冷夏・暑夏が起るのか一

B104騰造・川村隆一（防災科研）他3名　J融89モデ
　　ノレによる93，94年のアンサンブル気候実験

B105鰍・鵜野伊津志（国立環境研）　CSU－RAMS
　　による東アジア領域の気候再現実験（その1）
B106繍・平口博丸（電力中央研）他2名　NCAR地
　　域気候モデルの気候再現性能　一感度解析実験の総
　　合評価一

B107鰍・野田彰（気研・気候）他1名　地球温暖化
　　が台風の気候に及ぼす影響にっいて一気象庁全球モ
　　デノレの数値実験による考察（3）

B108鵬照（気研・気候）　7月から8月にかけての
　　熱源および循環の変化
　　　　　　　　　　座長＝木本昌秀（東大・気候システム）

B109繍（NASDA／EORC），新田勅（東大・気候シ
　　ステム）　海洋上層水温場におけるENSOの時間発展

旦璽磁（気研・気候）　エルニーニョに対する
　　中・高緯度大気の異なる応答
B111蹴・関三恵子（北大・地球環境）　海上観測
　　データから見た太平洋海面水温南北差の成因
B112麟・新田勅（東大・気候システム）　北大西洋
　　のDecadal　Variability（1）

B113繍（気研・気候）　南大洋における大気・
　　海氷・海洋の経年変動
映K．Labitzke　（ベルリン自由大学）　The　global
　　range　of　the　stratospheric　decadal　wave．　Its

　　association　with　the　sunspot　cycle　in　summer
　　and　in　the　annual　mean，　and　with　the　tropo－

　　sphere

　　　　　　　　　　ポスター・セッション〔10月7日〕16：10－17：30
　　　　　　　　　　　　　（ポスターは10月7目09：30から10月8目12：30まで掲示可）
概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演を行う．講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

概要紹介』B会場　　司会：住　明正（東大・気候システム）　　　　造のMU・気象レーダー同時観測

P101繍（学芸大），佐藤晋介（通総研）他1名　梅
　　雨前線に伴うクラウドクラスターの構造（1）雲の移動速度と環

　　境場の特徴
P102鰍（通総研），板倉宏治（学芸大）他1名　梅雨前線
　　に伴うクラウドクラスターの構造（2）降雨タイプの分類

P103武田喬男・繍（名大・水圏研）他1名　メソα
　　スケー一ルクラウドクラスターのevolutionと広域降水量　一19

　　96年7月5日～7日の事例解析一

P104購・太田幸雄（北大・工）他2名　水溶性有機エ
　　アロゾルの雲核特性評価実験

P105繍（大阪電通大），山中大学（京大・超高層）
　　他5名　寒冷前線近傍に形成されたガストフロント構

P106㈱（大阪電通大），山中大学（京大・超高層）他4名
　　圃レーダーで観測された台風の鉛直流の特徴

P107繊・楠研一（気研・衛星）新ドップラー速度折り
　　返し補正アルゴリズム，マルチプルPRF法の開発

P108蕪・山本衛（京大・超高層）他1名　MUレーダ
　　ー干渉計法を用いた鉛直流の研究

P109騰・橋口浩之（京大・超高層）他5名　車載型S
　　バンド境界層レーダーの開発
P110鳳・小林隆久（気研・衛星）他2名　境界層レーダ
　　ーの風テ㌧タと気象観測鉄塔テ㌧タの相互比較

P111騰・玉川一郎（名大・水圏研）他1名　圧電素
　　子型雨滴粒径分布計の製作
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大会第1日〔10月7日〕 09：30～12：00

（＿は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］ニスライド使用予定，［V］＝・VTR使用予定）

　　　　　　　　　　C会場

大気境界層・陸面過程

　　　　　　　　　　　　座長：三上正男（気研・環境）

C101鷹（東北大名誉教授）　陸面熱収支量評価
　　　の研究指針

⊆辺2欄・近藤純正（東北大・理）　現地調査・衛
　　星データ・モデル計算による流域積雪水量・流出

　　童・河川水温の季節変化

C103燃（東北大・理），近藤純正（東北大名誉
　　教授）　水田における蒸発散量の季節変化

⊆璽澱（東大・生産研），西村照幸（東大・気候シ

　　ステム）他1名　地表面数値モデルの年水収支算定精

　　度と雨量計観測密度

C105松田周・騰（九大・農）他1名　表層土壌
　　水分量を予測するための穴あきバケツモデル

C106轍・近藤純正（東北大・理）　衛星の単チャ
　　ンネル地表面放射温度を用いた顕熱輸送量の推定

⊆皿賑（筑波大・地球），文勝義（プサン大）韓
　　国lce　Valleyにおける夏季氷結現象の研究　一現地

　　観測の結果報告一［V］

C108鵬（弘前大・理工）　自然対流時における
　　粗度物体配置の顕熱輸送量に与える影響

C109騰（カイジョー），林泰一（京大・防災研）
　　ドップラーソーダによる対流境界層下部の気流観測

C110繍（高知大・理），関口隆之（高知大院・理）

　　他1名　小型風洞中における安定大気乱流の模擬

C111櫨（気研・物理）　WAVELET解析でみた乱流
　　の微細構造（3）

I　L　A　S
D会場

座長：笹野泰弘（国立環境研）

D101㈱・荒木信博（松下技研）他2名　ILAS可視
　　分光器の装置関数の最適化
D102騰・横田達也（国立環境研）他2名　ILASの接
　　線高度決定について
D103撞騰・鈴木睦（国立環境研）他2名　衛星センサー
　　ILASの大気微量成分導出アルゴリズムの特徴
D104笹野泰弘（国立環境研），蝋（富士通エフ・アイ
　　　・ヒ。一）他1名　ADEOS／ILASによるエアロゾル観測と

　　データ処理アルゴリズム
D105騰↓（東大・気候システム），笹野泰弘（国立環境
　　研）他1名　ADEOS／ILASによるPSCsリトリーバルア
　　ルゴリズム
D106騰・斉藤尚子（奈良女大）他7名　ILASで
　　観測されたエアロゾル消散係数の解析（1）

D107醜・向井苑生（近畿大・理工）他3名　ADEO
　　S／ILASデータを用いた成層圏エアロゾノレリトリーハ“ノレ：不均

　　質粒子の影響評価
D108翻ム・鈴木睦（国立環境研）他2名　改良型大
　　気周縁赤外分光計（ILAS）による成層圏オゾン層観

　　測の概要
D109K．Kreher，中根英昭（国立環境研）他5名High
　　latitude　ozone　as　seen　by　ILAS　and　ozone－

　　sondes　from　November　1996　to　June　1997

D110G．E．Bodeker，中島英彰（名大・STE研）他7名

　　An　overview　of　HNo3　and　N20measurements　made
　　by　ILAS　from　November　1996　to　June　1997

D111轍・近藤豊（名大・STE研）他3名　1997年2
　　月におけるキルナ（スウェーデン）での窒素酸化
　　物の気球観測
D112責棚・中澤高清（東北大・環）他6名　クライオジ
　　ェニックサンフ。リング法によるILASデータ検証実験

D113繍・近藤豊（名大・STE研）他7名　キルナ
　　におけるFTIR観測による成層圏0，鉛直分布とILAS
　　観測との比較
D114繍・福間憲昭（東北大・理）他3名　レーザーヘテロ
　　ダィン分光計によるADEOS衛星搭載ILAS検証実験

DIl5㈱裏（国立環境研），塩谷雅人（北大・地球環
　　境）他3名　衛星搭載センサーILASの長寿命トレーサーデ

　　ータによる1996／1997年北半球冬の極渦構造の解析

［ポスターセッション《続き）］

P112嚥（都立大・地理），井上元（国立環境研）他2名半
　　導体センサーを用いたメタンフラックス自動測定システムの開発

P113撫・田中豊顕（気研・衛星）光散乱による雨雪判別
P114醐・中村一（気研・予報）他4名　国土地理院GPS
　　データから求めた1996年7月九州地方の可降水量変動

P115灘（総研大），内藤勲夫（国立天文台・水沢）
　　国土地理院GPS解析結果から取り出した目本域の可降
　　水量の目変化
P116鰍・田部井隆雄（高知大・理）他2名　GPS集中
　　観測による可降水量の推定

PU7鰍（防衛大・地球）接地境界層における熱収支
　　と移流
P118灘・千葉修（高知大）他1名　高知平野での海

　　風循環についての考察
P119藤灘・斉藤和雄（気研・予報）他3名　ニュージーランド

　　・カンタペリー平野における北西風フェーンの日変化特性　第2

　　報：2次元モデルによる数値実験

P120翻（福島大），池田和則（福島県立保原高校）
　　他1名　夏季晴天日に福島盆地で観測された局地風に

　　ついて
P121繍（大林組），川合義美（東北大・理）他1名
　　夏季晴天目の目本海中央部に出現する帯状高海面水
　　温域の形成機構について（大気一海洋一陸面相互作用
　　の観点から）

P122灘・内山明博（気研・気候）他　JACCS氷晶雲
　　地上観測：H．地表面太陽放射

1997年8月 71
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　　　　　　　　　大会第1日〔10月7日〕　13：30～16：00
（
＿ は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］ニスライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

A会場
メソ気象1

　　　　　　　　　　　座長：永戸久喜（気研・予報）

Al51騰・遠峰菊郎（防衛大・地球）　日本海から北
　　陸沿岸に接近する寒冷前線帯の雲バンドの時間変化

A152囎↓・村上正隆（気研・物理）他3名　混合層内
　　　の平均風向にほぼ平行な走向を持つ浅いバンド状降
　　　雪雲の構造

A153鰍，（大教大），藤吉康志（北大・低温研）　’隣
　　　り合う筋状降雪雲間の相互作用の可能性

A154囎・上田博（北大院・理）他3名Dua1－Doppler
　　Radar観測から推定された降雪雲内の鉛直質量輸送

A155謄脇・上田博（北大院・理）他1名　航空機搭載
　　型マイクロ波放射計AMRとXバンドレーダーによる降
　　雪雲の同時観測　一対流セルの発達段階とマイクロ波
　　放射の比較解析T

A156繍・真木雅之（防災科研）他3名　1996年7月
　　3日，スコールラインの事例解析（その1）　一運動学的・力

　　学的特徴について一

A157轍・佐々木佳明（防災科研）他1名　1996年7月
　　3日，スコールラインの事例解析（その2）　一鉛直ドップラ

　　ーレーダ観測から得られた鉛直構造一

A158繍・吉崎正憲（気研・予報）他　対流活動から
　　みたTREX期問中の梅雨前線の変動

A159勲↓・上田博（北大院・理）　VISSR／GMS－5を用
　　いた梅雨前線帯のクラウドクラスターの解析　一対流圏中層の

　　水蒸気量変化とクラスターの発達ステージー

Al60燕（東大・気候システム）　梅雨前線の降水と太平

　　洋高気圧の変動
A161繍（気研・台風），和田章義（気象庁・海上気象）

　　啓風丸、凌風丸nによる西部熱帯太平洋域における
　　　レーダー観測の概要

A162鰍（防災科研），榊原均（気研・台風）　反射
　　強度値による降水タイプ分類を取り入れた降雨減衰

　　補正
A163翫・牧原康隆（気研・衛星）他7名　空港気象ドップ

　　ラーレーダーで観測された非降水エコーの出現特性

A164肱慶（名大・水圏研），斉藤和雄（気研・予報）他2

　　名　メソβスケール積乱雲群のevolutionと周辺大気

　　場の変化との関係
A165騰・上田博（北大院・理）他2名　Analysis　of
　　rainfall　patterns　in　Kantou　area　with　reflec－

　　tivityfield

B会場
気候システムπ

　　　　　　　　　　　　座長：小寺邦彦（気研・気候）

B151翫・守田治（九大・理）　ピナツボ火山噴火に
　　　よる地表気温への影響

B152騰・岡本創（東大・気候システム）他3名　CCSR／NIE

　　S　AGCMにおける土壌性エアロゾルのモデリング

B153騰↓・杉正人（気研・気候）Comparison　of　radia－

　　tive　fluxes　　obtained　　from　the　JMA　model　　and

　　from　satellite－derived　data

B154野田彰（気研・気候），囎（東電・エネ研）他3

　　名　太平洋海面水温の自然変動と温暖化の空間パタ

　　ーンの類似性

B155騨・本井達夫（気研・気候）他1名　大気・海
　　洋混合層結合モデルの海面水温年々変動（H）

B156購・本井達夫（気研・気候）他7名　地球温暖化

　　のCO、シナリオ依存性

Bl57鞭・野田彰（気研・気候）他2名　大気海洋混
　　合層モデルによるCO2倍増アンサンブル実験

　　　　　　　　　　　　座長：増田耕一（都立大・理）

B158撫（総研大），内藤勲夫（国立天文台・水沢）

　　　降水量データに基づく10年スケールの極運動の励

　　起評価

B159㈱（名大・水圏研），W．R．Peltier（トロント

　　大・大気物理）　低次元力学系による　Dansgaard－

　　Oeschger振動

B160購（東大・気候システム）　大気大循環モデルによ

　　る氷期・間氷期の感度実験～（1）氷期気候の形成にお

　　ける氷床の役割～

B161撫・岡顕（東大・気候システム）他3名　大陸配置

　　が気候に与える影響について　序報

B162勲・阿部彩子（東大・気候システム）　南極氷床3

　　次元数値モデリング　（1）平衡応答

　　　　　　　　　　ポスター・セッション〔10月7日〕16：10－17：30
　　　　　　　　　　　　　　（ポスターは10月7目09：30から10月8目12：30まで掲示可）
概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演を行う講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

概要紹介：C会場　　　　司会：菅田誠治（国立環境研）

P123．鰍・松山洋（都立大・理）他3名　　「再解析」
　　　4次元同化データによる全球水収支（序報）

P124繍・松永捷司（名大・STE研）他4名　南極観測
　　船「しらせ」における大気・海水中のDMS濃度の
　　測定
P125騰（資環研）　逆転法を用いた二酸化炭素発生
　　源の推定
P126繍（國學院大），小川利紘（東大・理）他1名
　　アラスカ、フェアバンクスでのオゾンゾンデ観測

P127蹴（名大・水圏研），神山孝吉（極地研）他2名
　　南極氷床コア中の過酸化水素濃度の変動特性

P128墨鳳・秋元肇（東大・先端研）他1名　大気大循
　　環モデルヘの対流圏光化学過程の組み込み

P129藤撚（気研・衛星），中根英昭（国立環境研）他
　　3名　っくば上空における気象研究所および環境研究

　　所のオゾンライダー観測データの比較

P130繍・山中大学（京大・超高層）他1名　下部成・
　　層圏短波長擾乱と背景風速の関係　一特に年々変動に

　　ついて（2）一
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大会第1日〔10月7日〕 13：30～16：00

（＿は第2種講演を，

局地循環・環境気象
C会場

　　は講演者を表す．

一

　　　　　　　　　　　　座長：山本　哲（気研・環境）

C151謙（気研・環境）　タクラマカン砂漠南縁で発
　　生したダストストームー事例解析一

C152紘・菊地勝弘（北大院・理）他1名　局地強風に
　　伴うLAWS（Low　Altitude　Wind　Shear）のドップラーソ

　　ーダー観測
C153撒・上田博（北大院・理）他7名石狩平野におけ
　　　る海風前線の動態　一1996年7月27日の事例解析一

C154講・水野建樹（資環研）　陸風前線が局地前線化
　　するプロセス（初冬季関東平野における観測）

Cl55繍・石坂隆（名大・水圏研）他1名　浅い谷地
　　形における大気境界層内の水蒸気量の日変化
C156繍（九大・熱研センター〉，小林哲夫（九大・農）他1名

　　熱画像情報に基づく複雑地形上の夜問の局地風系の

　　推定
C157翻（テクノ中部），北田敏廣（豊橋技科大）　広
　　域海陸風日における濃尾平野起源のオキシダントの
　　長距離輸送
C158繍・栗田進（気研・環境）他3名　都市の人工廃熱
　　が局地循環に及ぼす影響（1996年8月1日の事例）

C159繊・江守正多（国立環境研）他1名　地域気
　　象モデル㎜Sを用いた長距離輸送シミュレ」ション

C160騰・姜成大（エナジシェアリング）他3名局地風モデルで計

　　算した乱流バラメータとバスキル安定度分類の関係について

⊆皿麟・市川陽一（電力中央研）　都市域の大気拡
　　散に及ぽす建築物壁面加熱の影響

C162騰・常田貴裕（中央大・理工）他1名　東京と筑
　　波における紫外線量の波長依存性とそれに影響を与

　　える要因について

C163撒・足立暁（中央大・理工）他1名　大気汚染
　　分子の地上到達紫外線量に対する影響
C164煎轍・今須良一（資環研）他1名衛星データによる降

　　水分布を用いた海域への硫黄酸化物湿性沈着の計算

C165鵬・永尾一平（名大・水圏研）他4名　外洋大気
　　中における低分子カルボン酸の性状及び挙動

［S］ニスライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

D会場
オゾン

　　　　　　　　　　　　　　座長：秋吉英治（環境研）

D151顯・片谷教孝（山梨大・工）　3次元全球モデ
　　ルによる対流圏オゾン濃度の試算（その4）

D152繍・菅田誠治（国立環境研）他4名　光化学輸
　　送モデル（CTM）の開発（1）

D153翻・高橋正明（東大・気候システム）他2名　CCSR／

　　NIES　AGCMを用いたオゾンホール再現実験

D154轍（京大・防災研）　臭素のエアロゾル中ま
　　たは表面での反応と海上の大気オゾン収支（2）

D155翻（地球人間環境フォーラム），中根英昭（国立
　　環境研）他4名　東シベリア／ヤク」ツクのオゾンゾンデ観測テ㌧タ

　　に基づくオゾン鉛直分布の気候モデル

D156燃・福西浩（東北大院・理）他5名ヤクーツクにおける

　　過去3年間の冬期・春期の成層圏オゾン変動の解析

D157蠣照（国立環境研），近藤豊（名大・STE研）他1名

　　1997年春季の北極域オゾン破壊と日本北部への影響

D158鵜（富士通エフ・アイ・ヒ。一），中根英昭（国立環境

　　研）　NIES新流跡線解析モデルの開発とその適用例

　　一1997年春の北半球極渦崩壊を例として一

遡灘・林基生（気象庁・環境気象）他4名　1997
　　年春季の北半球高緯度域のオゾン減少について

D160騰（気研・環境）　札幌上空のオゾン全量の長期
　　変動のいくつかの特徴
D1611簸聞鰯・村田功（東北大・理）他4名レーザーヘテロダィン分光

　　計による1997年春期アラスカでの03，N20，CH4観測

D162騰・中根英昭（国立環境研）　ミリ波分光計に
　　よるオゾン濃度鉛直分布の測定　一重み付きダンプ付

　　き最小二乗解による解析一

D163醐（京大・理）　熱帯擾乱がインドネシア域の物
　　質輸送に与える影響

D164撚（茨城大院・理工），長谷部文雄（茨城大・
　　理）　二機のTOMSによる同時観測値を用いたオゾン

　　全量の検証

［ポスターセッション（続き）］

P131灘（筑波大・地球）　夏季チベット高原上空の
　　約2週間周期の季節内振動

P132L　S。Soeratman，永尾一平（名大・水圏研）他1名　Rela－

　　t　ionship　between　pattern　of　rainfal　l　and　OLR　in

　　Indonesia
P133鰯・安成哲三（筑波大・地球）広域アジアモンスーンの開

　　始におけるインドシナ半島とインド洋の役割

P134蝋・山中大学（京大・超高層）他5名　季節に
　　　よるインドネシアの降水と南方振動の関連

P135麟（岡山大・教育），松本淳（東大院・理）
　　他1名．長江・准河流域における梅雨期の降水量年々

　　変動と1991年の大雨

P136武田喬男・騰（名大・水圏研）　梅雨期におけ
　　る日本列島周辺の降水量の年々変化

Pl37轍・坂本知己（森林総研・北海道）他3名
　　常緑針葉樹林における冬期～融雪終了までの熱収支

　　連続観測

P138期・檜山哲哉（名大・水圏研）他1名　航空機
　　を利用した地表面状態の観測（2）　一MSSとレーザ測距計

　　による複雑地表面の観測（浜松）一

P13g　j㈱（北大院・理）　50－70年と～20年変動の
　　相互作用　一北太平洋でのワルツー

P140騰（気象庁・海上気象）　衛星画像から海氷情
　　報の自動抽出について
P141，虫憾照・笹野泰弘（国立環境研）他3名　ILASオゾンテ“

　　一タの検証解析

P142搬（資環研），小川利紘（東大）他2名ADEOS／
　　IMGによる大気微量気体成分の測定：I
P143繍（高知大・理〉，酒井敏（京大・総合人間）他1名

　　気象衛星GMS画像の処理とデータベース化について
P144撚（気象庁・数値）　気象庁台風モデル（TYM）の初

　　期場の改良の試み
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大会第2日〔10月8日〕 09：15～12：00

（
＿ は第2種講演を，

A会場

　　は講演者を表す．

一

メソ気象皿

　　　　　　　　　　　座長＝高野　功（気研・予報）

A201縣隻（岡山大・教育），坪木和久（名大・

　　水圏研）他1名　長江・潅河流域における91年大雨

　　イベントのJSMモデルによるシミュレーション

A202勲（気研・予報）　中部山岳の風下雲の数値シ

　　ミュレーション　ー形成期と離岸期の特徴一

塑騰（九大・理），高橋砒（桜美林大・国際）

　　レインバンド雲の発達と降水機構　一数値実験

A204繍・藤吉康志（北大・低温研）TOGA－COARE　IOP

　　に観測されたスコールラインの数値シミュレーションーGCSS

　　Working　Group4：雲解像モデルの相互比較実験一

A205山岬正紀・焦蝦（東大・理）　スコー1レラインの数値実

　　験一丁OGACOAREのケース

A206燃（東大・海洋研）　TOGA－COAREで観測さ

　　れた熱帯スコールラインの数値実験（序）降水雲

　　のモデノレの相互比較（GCSS　WG4）の一環として

A207灘（気研・予報）　気象研究所非静力学メソス

　　ケーノレモデルについて（3）移流精度の高次化と降水量に

　　応じた側面境界フラックスの補正　一GCSS　WG－4Case1モ

　　デノレ相互比較に関連して一

A208撒（気研・予報）　1993年8月1日鹿児島地

　　方で発生したライン状豪雨の数値シミ・レーション追報：シ

　　ミ・レートされた下層ジェットの強化・維持機構について

A209騰（京大・防災研），里村雄彦（京大・理）

　　乾燥地におけるスコールラインの数値実験

A210↓↓噸（気研・環境），里村雄彦（京大院・理）

　　アンサンブル乱流モデルを組み込んだ雲力学モデルによる層

　　積雲を伴う境界層の数値シミュレーション

A211繍・守田治（九大・理）他1名　MCSの成因に

　　関する一考察

A212繍・高橋正明（東大・気候システム）　夏の関

　　東平野における積雲対流の目々変化について

A213撚（群馬大・教育），谷田貝亜紀代（NSADA・EORC）

　　GMS4データを用いたチベット高原上の可降水量推

　　定法の開発（1）sub－grid　scaleの雲に汚染された

　　画素を除去せずに可降水量を推定する試み

［S］＝スライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

B会場
気候システム皿

　　　　　　　　　　　座長＝沖　大幹（東大・生産研）

B201瞼銭雄（気研・気候）　目本と中国における降・

　　水量特性の長期変動

B202岡谷隆基・醗（東大院・理）　華南における
　　夏の雨季開始期の降水量変動

B203撚（京大・防災研），木田秀次（京大院・
　　理）　バングラデシュでの降水量変動と総観場との関

　　係について

B204畿（気象庁・数値）　赤道季節内振動とアジ

　　アモンスーンのオンセット

B205福灘・安成哲三（筑波大・地球）　西部北太
　　平洋モンスーン前期エピソードにおける季節内擾

　　乱活動　一15－20目周期変動について一

B206　（NASDA／EORC），安成哲三（筑波大
　　　・地球）　アジアモンスーン地域の水収支

B207纐裏・木本昌秀（東大・気候システム）　インドモ

　　ンスーンのオンセットにおける湿潤過程の役割

B208燃・木本昌秀（東大・気候システム）　モデルに

　　現れた熱帯大気海洋結合系の準2年振動

　　　　　　　　　　　座長：西森基貴（筆波大・地球）

B209撫（弘前大・理工）　亜熱帯前線帯自身の

　　降水による大気加熱が循環場に及ぼす影響

B210㈱・杉正人（気研・気候）他3名　インドモンスーン

　　のアンサンフ“ル季節予報実験：1987，88年夏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク
B211燃・高野清治（気象庁・気候情報）他3名
　　アンサンブル季節予報実験（北半球の予報成績）

B212黒臨（気研・気候）　曲面上の高速な特異値
　　分解（SVD）アルゴリズムについて

B213騰（電力中央研・環境），安成哲三（筑波
　　大・地球）　冬季ユーラシアにおける気温変動と

　　結合した大気循環パターンの遷移過程の変化

B214灘・前田高尚（資環研）他3名　乾燥地域にお

　　ける植生指数と乾燥指数の関係

B215鰍（都立大），蒲生稔（資環研）他1名　乾
　　燥地域の植生一大気相互作用の気候変動における

　　役割：アフリカの場合

B216載・杜明遠（農環研・気象管理）　中国乾
　　燥地における防風林による気象改良と作物生産へ

　　の影響［S］
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大会第2日〔10月8日〕 09：15～12：00

（＿は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］ニスライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

　　　　　　　　　　C会場

観測手法

　　　　　　　　　　　　　　座長：佐藤晋介（通総研）

堕漁重（東大・理），内藤勲夫（国立天文台）他2

　　名　GPS可降水量のラジオゾンデによる評価

C202燃数・一木明紀（気研・予報）他4名

　　方における不安定性降水と可降水量変動

　　7月の国土地理院GPSデータの解析一

C203顯照・熊谷博（通総研・鹿島）他2名

　　搭載雲レーダの開発（2〉

関東地

一1996年

航空機一

C204E．Aldrian，中村健治（名大・水圏研）他1名　　Co－

　　polar　　and　　cross－polar　observation　on　chaff

　　and　rai　n　wi　th　airborne　14GHz　radar　（CAMPR）

C205騰（通総研・鹿島），中村健治（名大・水

　　圏研）　衛星搭載型レーダの推定降雨強度と降雨

　　減衰から推定したパス平均降雨強度の比較

C206鰍（気研・衛星）　レーダー雨量を地上雨

　　量計で検証すると弱く見える？！

C207繍・上田博（北大院・理）他1名Study　on　Pres－

　　sure　　and　　temperature　　perturbat　ion　i　n　snow

　　cell

C208磁（気研・予報）　簡略化VVP法による推定風の

　　誤差

C209轍・小林隆久（気研・衛星）他3名　境界
　　層レーダー／RASSによる梅雨前線の解析

C210燃・足立アホロ（気研・衛星）他2名
　　404MHzウィンドプロファイラー1こよる巻雲の観測

C211騰・只石彰（千葉大・CEReS）他5名タイにおける

　　接地境界層および雲底高度のライダー連続観測

C212襯（電力中央研）　ミニソーダの上層風観

　　測装置としての実用性評価

C213櫨・早坂忠裕（東北大・理）他1名　AVHRR／

　　NO飴による日本付近の低層雲の物理特性の解析

C214繊・高村民雄（千葉大・CEReS）他2名　GMS

　　画像データに見られる地表面輝度温度の日変化

C215雛・高村民雄（千葉大・CEReS）他4名細SS

　　データを用いたエアロソル解析アルゴリズム開発

　　のための観測

C216繍・林政彦（名大・STE研）他3名　エアロ

　　ゾル・ゾンデの計数誤差の評価

　　　　　　　　　D会場

中層大気

　　　　　　　　　　　　　座長：佐藤　薫（京大・理）

D201臨・廣岡俊彦（九大・理）他1名　UARSデータ

　　に基づく非断熱子午面循環の見積り（II）

D202膿（京大院・理），塩谷雅人（北大院・地球

　　環境）　mLOEデータにもとづく冬極域における下

　　降速度のみつもり

D203繍・五十嵐喜良（通総研）他8名　マイクロロケット

　　を用いたチャフ実験と山川MFレーダー・京大MUレーダーの同

　　時観測による中間圏・下部熱圏の風速変動

D204繍・佐藤薫（京大・理）極域重力波のデータ解析

D205鰍・宮原三郎（九大・理）　非静力学2次
　　元モデルによる内部重力波シミ・レーション3（中層大気

　　上層に於ける重力波砕波）

D206灘・小出孝（気研・気候）他1名北半球の冬の

　　成層圏・対流圏における東西風の変化パターンの解析

D207灘（九大・理）　中層大気中の2日波とそ
　　の励起源について（数値実験による考察）

D208顯・中村卓司（京大・超高層）他3名　赤道域中

　　層大気上部の大気波動のレーダー多点同時観測

物質循環1

　　　　　　　　　　　　座長：速水　洋（電力中央研）

D209蓮縢・高橋正明（東大・気候システム）他1名

　　CCSR／NIES気候一化学モデルにおける成層圏水蒸気

　　量の季節変動

D210綿（東大・気候システム），杉本敦子（京大・生態研）

　　水の同位体循環モデルを用いた大陸スケール水循

　　環の研究（1）

D211鵜・宮原三郎（九大・理）他1名　上部中間

　　圏・下部熱圏でのラグランジュ的物質輸送

里2甑・山崎孝治（北大院・地球環境）　100hPa

　　面を横切る質量フラックスの長期変動について

D213繍（富士総合研），小林博和（電力中央研）

　　IMGデータ利用温室効果気体挙動調査

D214繍・木田秀次（京大院・理）　3次元化学輸送モ

　　デルを用いた対流圏硫酸エアロゾノレ分布の数値シミュレーション
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　　　　　　　　大会第3日〔10月9日〕　09：15～10：45
（
＿ は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

　　　　　　　　　　A会場
メソ気象皿

　　　　　　　　　　座長：菖納寺信崇（気象庁・数値）
A301轍・上田博（北大院・理）他3名　石狩平野にお
　　ける降雨特性の観測　一1996年9月5日の事例解析一

A302燃・海藤幸広（札幌管区）他4名　沿岸前線に
　　より発生する石狩平野の大雨
A303鷹（気象協会・関西）　　山陰地方の大雪
　　一事例解析一

A304灘（長崎大・教育），中根重勝（長崎大・
　　水産）他2名　長崎県高来町周辺で発生した1995年
　　7月11日の雷雨
A305騰・歌騒（名大・水圏研）他8名　屋久島の
　　風下側で見られた降水の強化

気象予報・気象教育

　　　　　　　　　　座長＝菖納寺信崇（気象庁・数値）
A306騰・安達文夫（NTTヒューマンインターフェース研）他1名

　　　レーダー降水パターンの統計解析と移流・拡散方
　　程式系による短時間予測方法［V］
A307鰍・堀越力（NTTヒューマンインターフェース研）他2名

　　時空間画像解析によるレーダエコーパターンの特
　　徴抽出と分類［V］

A308竹本治男・轍（関西電力）他3名　GPVデ
　　ータを活用した渓流予測手法の開発
A309繍・多田英夫（気象庁・数値）他1名　国
　　土地理院GPS観測網による可降水量を用いた数値予
　　報実験
A310鰍（北教大・セ）　米国気象学会の教育プ
　　ログラム’Project　ATMOSPHERE’について

　　　　　　　　　　B会場

放射1
　　　　　　　　　　　　座長：真野裕三（気研・気候）

B30！灘・中江茂（東理大・理）他3名　洋上大気

　　エアロゾルの光学特性に関する研究（3）

B302欄・佐藤和行（東理大・理）他2名　都市上

　　空における光学特性

B303輔（北大・低温研），荒生公雄（長崎大・
　　教育）他3名　Sky　radiometerによる砂塵性エア

　　ロゾルの光学的特性について

B304縣・日暮明子（東大・気候システム）他1名　リモ

　　ートセンシングによるエアロゾノレー雲相互作用の研究

B305屓畿・中島映至（東大・気候システム）　NOAA／AV

　　HRRによるエアロゾルの光学特性の全球解析（2）

B306轍・中島映至（東大・気候システム）　AVHRRを

　　用いた雲物理パラメータのseasonal　analysis

堕蹴（富士通），川村宏（東北大・理）他1名
　　GMS衛星画像データからの高時空間分解能日射量推

　　定における誤差要因とその改善手段について

B308灘・松井一郎（国立環境研）他3名　雲とエア

　　ロゾルの放射効果の研究その1：館野観測とモデル

　　による地表面短波放射強制の解析

　　　　　　　　　　ポスター・セッション〔10月9日〕11：00－12：20
　　　　　　　　　　　　　　（ポスターは10月8日12：30から10月9日15：00まで掲示可）
概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演を行う．

概要紹介：B会場　　　　司会：深堀正志（気研・物理）

P301翻・榎本浩之（北見工大）他8名　南極にお
　　ける無人気象観測（1993－1996）

P302中澤哲夫・搬（気研）　気候データベースの
　　利用について（第2報）
P303蠣・小寺邦彦（気研・気候）　北半球冬季の
　　長周期変動と日本の冬
P304撒（防災科研）　梅雨期に出現する”気候
　　学的”オホーツク海高気圧の成因について
P305醜・門倉真二（電力中央研）他3名　地球温
　　暖化に伴う東アジア地域の気候変化予測　一NCAR　C
　　SMを用いた予測計算一
P306脇・丸山康樹（電力中央研）他4名　NCARの
　　大気海洋結合モデル（CSM）によるCO、の漸増実験
P307贈・本井達夫（気研・気候）Studies　on　rela－
　　ti・nshipsbetweentheantarcticcircump・1ar
　　wave　（ACW）　and　ENSO

P308繍・佐々木秀孝（気研・環境）他3名　局地
　　気候モデルを用いた目本域の一年積分の検証

P309繍・佐藤康雄（気研・環境）他1名　局地
　　気候モデルの境界条件の改良（2）

P310灘・田近英一（東大・理）　氷期・間氷期サ
　　イクルにおける炭素循環の復元
P311騰（東大・理）　白亜紀以降の炭素循環と
　　気候変動
P312継賜（気研・環境），永尾一平（名大・水圏研）他3

　講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

　　名　昭和基地において採集されたエアロゾル粒子
　　の元素組成
P313磯・柴田隆（名大・STE研）他6名ライダー
　　によるカナダ北極圏Arctic　Hazeの観測
P314撚・長田和雄（名大・STE研）他4名　冬季
　　北極における二酸化硫黄の硫酸への変換　～1996／
　　97の観測を中心に～
P315羅・原圭一郎（名大・STE研）他3名　北極
　　圏・二一オルセンにおける冬季地上大気中のアンモニア濃度

P316燃・長田和雄（名大・STE研）他3名　同時
　　に採取されたエアロゾル粒子・ガス・降雪中の化
　　学成分濃度　一立山・室堂平における1996年11月の
　　観測結果から一
P317燃・山崎孝治（北大・地球環境）　トラジェクトリー
　　解析による対流圏界面付近の物質輸送の見積もり
P318燃・下田昭郎（電力中央研）他2名　ネスティング
　　を用いた温室効果気体移流モデル
P319翻・原薗芳信（農環研）他2名　湛水した亜寒
　　帯湿原における盛夏期のCO、およびメタンフラックス

P320翻旦（福島大・教育），立花義裕（東海大・文
　　明研）他19名　タイ国における乾季の大気循環
P321囎・荻野慎也（京大・超高層）他22名タイ国にお
　　　けるレーウィンゾンデ観測についての技術的・気象学的

　　　考察
P322翻簸・西憲敬（京大・理）　東西に伸びた熱帯
　　大規模雲擾乱の変形について

76 “天気”44．8．



609

　　　　　　　　大会第3日〔10月9日〕　09：15～10：45
（
＿ は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

　　　　　　　　　　C会場

気象力学1

　　　　　　　　　　座長：伊賀啓太（北大・地球環境）

C301職（気研・予報）　等価深度の浅いモー
　　　ドの初期値化：2次元浅水方程式の場合

鯉渡邊威（九大・理），騰（九工大・情報工）
　　他1名　減衰性地衡流乱流における秩序渦集団の動

　　的スケーリング則

C303鰍（国立環境研）　対流圏中緯度における
　　ラグランジュ的南北物質輸送

C304灘（埼玉工大）　対流圏の南北熱輸送、TEM
　　循環について

C305燃回（東大・数理），中島健介（九大・理）

　　他3名　火星大気の対流計算

C306鰍・竹広真一（九大・理）他2名　木星大気
　　の対流運動の数値計算（3）

C307燃（北大・地球環境），中島健介（九大・理）他2

　　名3次元大気の暴走限界：目射分布と回転の効果

C308㈱・松田佳久（東大・理）　金星の夜昼間
　　対流の安定性

D会場物質循環∬

　　　　　　　　　　　　　　座長＝森本真司（極地研）

堕速蝶・藤田慎一（電力中央研）他1名　九州北西
　　海域上を輸送される汚染気塊のスケールについて

D302麟（気研・環境），加藤真規子（気研・物理）

　　他5名　風洞による粒子の飛散実験

D303蝋・村山昌平（資環研）他2名　森林地域にお
　　いて観測されたCO、濃度変動と広域移流拡散シミュレーシ

　　ョン計算の比較

D304撚・木田秀次（京大・理）　3次元輸送モ
　　デルによる大気中CO・濃度分布の数値シミ・レーション

D305繍（極地研），中澤高清（東北大・理）他2名　大

　　気中のCO、濃度及びCO、の炭素同位体比の観測から

　　導出したCO、放出源・吸収源の分布と変動について

D306繍・中澤高清（東北大・理）他1名　δ13C
　　を用いた大気中メタン収支に関する数値実験

D307膿・中澤高清（東北大・理）他3名　南極ド
　　ームふじにおけるフィルン空気のCO、およびCH、濃度

　　　　　　　　　　ポスター・セッション〔10月9日〕11：00－12：20
　　　　　　　　　　　　　（ポスターは10，月8日12：30から10月9日15：00まで掲示可）
概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演を行う．講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

概要紹介：C会場　　　　司会：藤部文昭（気研・予報）　　　　スケールでの地上気象解析

P323村治能孝・副窺（エナジシェアリング）他3名　放射温

　　度計による天空温度の観測

P324礁・桑原徹也（名大・水圏研）他2名大気中の
　　微量気体（0・，NO・，SO・）が太陽紫外線に及ぽす影響

P325繊（気研・衛星）海面射出率に与える風向の

　　影響

P326責撒・青木忠生（気研・物理）他2名　大気が

　　雪面上の下向き短波放射フラックスに及ぼす影響

P327顯・早坂忠裕（東北大・理）他1名　ランドサッ

　　ト衛星データを用いた不均質雲の光学的厚さと雲粒

　　有効半径の解析

P328職・荻野清文（千葉大・CEReS）他2名　GMS画
　　像を用いた雲量データの作成

P329武田喬男・繍（名大・水圏研）他1名寒冷前線
　　通過に伴う屋久島・種子島周辺のレーダエコー分布

　　の変化

P330襯・藤吉康志（北大・低温研）他3名　丁
　　モード降雪雲発達時のエコー構造の特徴

P331灘（気研・予報），T．Keenan（BMRC）他2名　海洋

　　性大陸上の対流活動の日変化の数値モデリング（2）

　　一1km分解能2重ネスティングモデルによるシミュレーションー

P332鮫哲（気研・環境）　1996年10月29日から31日

　　にかけて関東地方に発生した霧（2）空間的に細かい

P333繍（札幌総合情報センター）　札幌市のメソ気

　　象ネットワーク

P334繍・栗田進（気研・環境）他4名　地表面上
　　の粒子の飛散モデルの開発（1）

P335顯・竹内美由紀（三重大）他1名　四・日市にお

　　ける大気汚染の経年変化

P336蹴（岡山大・理），GAME／AANグループ　自動観測

　　ステーションPAMによる地表面過程の観測

P337繍（国立極地研）　衛星搭載マイクロ波放射計（SS

　　M／1）のデータを利用した北極スハ㌧ノレバノレ周辺海域の

　　積算雲水量、可降水量の経年変化

P338鰍・新野宏（東大・海洋研）他1名　　　A　case

　　studyofapolarlowovertheJapanSea
P339磁（東大・数理）　2次元非発散流の統計
　　的平衡解とその計算法について

P340燃・東久美子（防災科研・長岡）他2名　北極
　　圏カナダの氷帽上で観察された巻雲状ローター雲

P341繍（気研・予報）　大規模ニューラルネット

　　ワークは天気予報に使えるか？

P342騰・野原大輔（筑波大・地球）順圧モデル大気にお

　　ける予報限界の研究一傾圧不安定と山岳の影響一［V］

P343顯（北教大・岩見沢）　公立科学館とその資
　　料について

1997年8月 77
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大会第3日〔10月9日〕 13：30～16：30

（
＿ は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

　　　　　　　　　　A会場
熱帯

　　　　　　　　　　　　座長：高薮　縁（国立環境研）

A351翻↓（気研・気候）　15年間GMS赤外資料によ

　　　る熱帯・亜熱帯域における対流活動目周期変化と

　　　半日周期変化

A352」纐（NASDA），渡辺明（福島大・教育）他

　　　タイ国における気象要素の変動の地域特性

A353撒・新田勅（東大・気候システム）　熱帯対
　　流活動の日変化（4）

A354騰・増田悦久（通総研・沖縄）他1名　西太

　　平洋亜熱帯域一沖縄一における大気海洋観測計画

A355蔽（茨城大院・理工），長谷部文雄（茨城大・理）

　　El　n血oに伴うWalker循環の3次元構造の変動の解

　　析

A356購・竹内謙介（北大・低温研）　海洋の赤道

　　不安定波と海上風の相互作用

A357M．Cortez，松本淳（東大・地理）The　convective

　　activityinMexic・asdepictedby　a5－daym
　　ean　OLR　analys　is

A358識（気象衛星セ）　夏季のUpper　Level　Cold

　　Lowの発生と大気循環

A359撫・米山邦夫（海洋科学技術センター）　1997年2

　　月西部赤道太平洋で観測された西風ハ㌧ストについて

A360難（気研・台風）台風発生前の貿易風の強化

鯉繍（東大・理）　重力波とWISHEのメカニズ
　　ムにより励起・維持される西進クラウドクラスターとその

　　集団としてのスーハ㌧クラスター

A362繊（東大院・理）　熱帯低気圧モデルに
　　おける対流のノfラメタリセ㌧ション

塑騰（電力中央研），笠原彰（NCAR）他1名台風の

　　数値予報における非断熱初期値化と積雲ハ。ラメ外化

　　の効果

A364繊・上野充（気研・台風）　台風の発達と
　　，水蒸気フラックス　～2種類の積雲対流ハ。ラメタリセ㌧シ

　　ョンによる比較～

A365講（気研・台風）、杉正人（気研・気候）

　　気象庁全球モデルによる台風シミュレーションー海面水温と

　　台風強度との関係一

A366燃（気研・台風）　数値モデルで得られた台

　　風に伴う小スケールの非対称循環と一般流

A367燃（気研・台風）　温帯低気圧に変化する

　　過程の台風9708号の構造

　　　　　　　　　　B会場
放射皿

　　　　　　　　　　　　座長：真野裕三（気研・気候）

B351燃（気研・気候），S．Ackeman（ウィスコンシン

　　大）　Split　Windowによる雲型とERBEによる大気

　　上端での長波長Flux

B352糠・中島映至（東大・気候システム）　雲の放

　　射強制力の雲形・地域特性

B353鞭・黒田俊介（東大・気候システム）他1名

　　マイクロ波を用いた上層雲の微物理特性の導出に

　　関する理論的考察

B354灘・内山明博（気研・気候）他4名　層積雲
　　の短波放射収支にっいて

B355鷹（奈良女大・理），中島映至（東大・気候シ

　　ステム）　航空機観測データによる海洋性層積雲の幾

　　何学的ハ。ラメータの推定

B356漁・青木忠生（気研・物理）他2名　大気が
　　波長積分した雪面アルベドに及ぼす影響

B357繍・青木忠生（気研・物理）他3名　COの第
　　二倍音帯の吸収線ハ。ラメータの測定

中高緯度大気

　　　　　　　　　　　　　　座長：浮田甚郎（NASDA）

B358謝（気研・環境），山中大学（京大・超高層）

　　他1名　MUレーダー近傍の鉛直流分布について

　　＝領域モデルにおける鉛直流分布二

B359麟・佐藤薫（京大・理）　対流圏界面付近
　　の安定度分布と中間規模波動との関係

B360撚（京大・防災研）　偏西風帯にトラップさ
　　れた準定常ロスビー波の振幅の年々変動について

B361勲・遊馬芳雄（北大院・理）他2名　カナダ
　　北極圏でのLee　Cyclogenesisの解析

B362繍・遊馬芳雄（北大院・理）他2名　スピッツベ

　　ルゲン島周辺における低気圧の季節変動と降水

B363繍・中村尚（東大・理）他1名　オホーツク
　　海の海氷による大気循環場への影響　一客観解析デ

　　ータを用いた解析一

B364灘（東海大・文明研），池田元美（北大・
　　地環研）他3名　オホーツク海氷の自己増殖作用の

　　AGCM，OGCMによる検証

B365撫・若土正暁（北大・低温研）　オホーツ
　　ク海における海氷域の拡大過程

巡鵬（動気候研究家）　オホーツク海の霧と北
　　海道のヤマセ
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大会第3日〔10月9日〕 13：30～16：30

（
＿ は第2種講演を，＿は講演者を表す．

C会場
気象力学皿

　　　　　　　　　　　　　座長：中島健介（九大・理）

鯉榎翻・松田佳久（東大・理）　東西非一様な基

　　本場における定常ロスビー波の臨界緯度での応答

鯉灘・中村尚（東大院・地球惑星）　停滞
　　性Rossby波のwave－activity　flux

C353灘（北大・地球環境）　圧縮性成層流体中

　　の遷移モード

鯉縣・矢澤広伸（京大・理）他1名　中間規模波

　　動の対流圏界面へのトラッピング（2）

C355繍・佐藤薫（京大・理）　シアー不安定

　　による重力波の発生（その2）

C356灘・高橋正明（東大・気候システム）　T42L60

　　GCMにおける赤道重力波

C357繍（気研・予報）山岳抗力の線形公式への

　　弱非線形補正

C358騰・田中博（筑波大・地球）正規直交wave－

　　1etを用いたブロッキングのエネノレギー解析　その2

C359搬（和歌山大・教育），木本昌秀（東大・

　　気候システム）他1名　南半球対流圏におけるシングノレジェ

　　ットと”ダブルジェッドの交互的変動

C360撚・中村尚（東大院・地球惑星）　南半球

　　対流圏における傾圧性擾乱の季節変化

C361勲・中村尚（東大院・地球惑星）他1名　等温

　　位面における準停滞性擾乱の季節依存性について

廻2騰・余田成男（京大・理）　簡略化した順

　　圧モデルにおける長期変動と最適励起について

［S］ニスライド使用予定，［V］ニVTR使用予定）

D会場
エアロゾル

　　　　　　　　　　　　　　座長：兼保直樹（資環研）

D351糠・柴田隆（名大・STE研）他6名　北極圏
　　成層圏エアロゾルのタイプ分類とタイプ間の関係

D352麟・足立宏（名大・STE研）他4名　PSCsの鉛
　　直sandwich構造と温度変化の関連

D353駄・鮎川秀（福岡大・理）他6名　1996／97
　　年冬季スバノレハ㌧ルにおけるライダー観測～極成層圏

　　雲の散乱比，偏光解消度の特性

D354蹴・柴田隆（名大・STE研）他8名　極成層圏
　　雲（PSCs）中の球形および非球形粒子群と温度との
　　関係　一NyAlesundでのライダー観測一

D355撫（気研・衛星），内野修（気象庁・環境
　　気象）他6名　カナダ北極圏ユーレカで観測された
　　PSCについて　一1996／1997冬季一

D356篇照・水谷耕平（通信総研）他8名　気球搭載
　　型オフ。ティカノレパーティクノレカウンターによって観測されたカナダ

　　北極圏PSC層の粒径分布
D357繍回（福岡大・理），林政彦（名大・STE研）
　　他2名　オプティ加パーティクルカウンターによるカナダ北極圏、

　　インドネシア上空の成層圏エアロゾル層の観測

D358燃・岩坂泰信（名大・STE研）他5名　成層圏
　　エアロゾル・オゾンの長期変動

D359撚顔・岩坂泰信（名大・STE研）他2名　ライダ
　　ーで観測された圏界面エアロゾルの特性（2）

　　　　　　　　　　　　　座長：村尾直人（北大・工）

D360酒ま鷹・柴田隆（名大・STE研）他4名　ラマンライダ

　　ーによる対流圏エアロゾル粒子と湿度の同時観測
D361』点駕黙（資環研）　硫化ジメチルとNO・の反応によ

　　る硝酸の生成

D362繍（名大・水圏研）　北西太平洋上の物質
　　の輸送と変質における雲の役割の研究　一その1：
　　積雲による硫化ジメチル（DMS）の鉛直輸送過程の観測一

D363石坂隆・撚（名大・水圏研）Role　of　clouds
　　on　transport　and　transformat　ion　of　mater　i　al　s

　　over　the　northwest　Paci　fic　Ocean　－　2：0bserva－

　　tion　on　size　distribution　of　aerosol　particle

　　around　clouds　in　the　winter　season－

D364灘・渡辺幸一（名大・水圏研）他4名　北西太
　　平洋上の物質の輸送と変質における雲の役割の研

　　究一その3：エアロゾル化学組成の鉛直分布一

D365臓・石坂隆（名大・水圏研）他2名　北西太
　　平洋上の物質の輸送と変質における雲の役割の研

　　究その4：北西太平洋および日本海上空における

　　雲水の化学組成

D366繍（資環研），小倉紀雄（東京農工大）他3
　　名　東シナ海の三島喚における東アジアからの大

　　気エアロゾルの流れ出しの観測

D367舐・西川雅高（国立環境研）他3名　黄砂エア
　　　ロゾルの粒子一粒子反応の基礎的実験
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